　くらのかけるプロデュース
『ＺＥＲＯ』　

　　　　　　　　作・くらのかける

ＣＡＳＴ　
Ａ・男＝シン（青年　スリをしながら生活している）

Ｂ・声・カク（組織からゼロを捕まえる為に派遣された）
　　　　　　ゼロ（組織に隔離されている謎の少女）

　　　　　**********
造られし「完全な『無』」ゼロ。

スリをしながらその日暮らしをするシン。

逃げ出したゼロを追うカク。

たまたま出会った三人がこの世界の秘密に迫る時、「ゼロ」は覚醒する……

・演出上の注意（メモ）
　小道具は無し。
　（のぼりはアリ）

　ボックスを４つ使う。
　ボックスは、場合により椅子になったりテーブルになったりベッドになったり操作パネルになったりする。

　サスは中央に一箇所、舞台奥上手下手にそれぞれ一箇所、合計三箇所。
　ホリゾントに星空を使う
　　　　舞台、明るくなる

　　　　二人の男が難しい顔をしながらテーブルを囲んでいる

　　　　どうやらテーブルゲームをしているらしい

　　　　やや劣勢なのが〈Ａ〉、得意げなのが〈Ｂ〉

Ａ　　うーん……

Ｂ　　どうした？　お前の番だぞ。

Ａ　　ちょ、待って待ってタイム。

Ｂ　　ブーッ。待ったなし。

Ａ　　ちょっと待ってってば！　あ、あ、そか、ココをこうすりゃいいのか。（動かす）ホイ！

Ｂ　　あ、そうきたか……。うーん……えーと……

Ａ　　ホラ、早く早く！

Ｂ　　ずるいぞ、考えさせろって！　じゃ、俺はココをこうするわ。（動かす）
Ａ　　えー、そうくるかー！？　他にもこうするとかさぁ……

Ｂ　　いいんだよこうで。ホラ、お前の番。

Ａ　　えー……えー！？
Ｂ　　ホラ、５、４、３、
Ａ　　待って待って、ココ、ココを、こうする、と……（動かす）
Ｂ　　やっぱそうきたか。んじゃ、俺はこうするっと。

Ａ　　やーめーろーよー！　きたねーじゃん、ワナじゃん！

Ｂ　　罠じゃないよ。

Ａ　　完璧ワナじゃんかよーもうー！

Ｂ　　ホラ、どうするどうする？

Ａ　　ちょっと、ちょっとだけ待って。ね？　待てよ……これは……

Ｂ　　待ったなし。

Ａ　　頼むって！　一生のお願い！　な！？

Ｂ　　お前の一生って何回あるんだよ。

Ａ　　来世のそのまた来世の分もつけて。

Ｂ　　待てないよそんなに。

Ａ　　親父とお袋と姉ちゃんとじいちゃんの分もつけて。

Ｂ　　じいちゃんの分はどう考えても残り少ないだろ。

Ａ　　あ、あ、そうだ、そういえばさ、佐々木の話聞いた？

Ｂ　　出た、「必殺・話題そらして時間稼ぎ」。

Ａ　　違うって！　今思い出したんだよ、佐々木のあの話。

Ｂ　　それってアレだろ、先週のバイトの話……

Ａ　　それはアレだろ、間違えて牛乳飲んじゃった話。

Ｂ　　あ、それとは違う佐々木の話？

Ａ　　そうそう、それとは違う佐々木の話。

Ｂ　　なんだよ、それとは違う佐々木の話って。
Ａ　　水色。

Ｂ　　水色！？

Ａ　　水色。

Ｂ　　なに、水色って。

Ａ　　あ、知らないんだ、水色。

Ｂ　　知らない、水色。なに？

Ａ　　どーしよーかなー？

Ｂ　　あ、なにそれ、ズルくない？　俺だけ仲間はずれかよ。

Ａ　　えー、だってコレ言ったら俺佐々木にボコられるし。

Ｂ　　えー、そんな大事件なのかよ。教えろって！

Ａ　　佐々木に、俺から聞いたって言わない？

Ｂ　　言わない言わない。

Ａ　　どーしよーかなー？

Ｂ　　ちょっと、本気で気になる。なになに？

Ａ　　じゃさ、コレ、こっちに変えてくれない？

Ｂ　　は？　お前バカじゃないの？　そんなの出来るわけないじゃん。

Ａ　　あ、じゃあ教えない。

Ｂ　　ちょっと待てよ、条件変わってない？
Ａ　　なんで。

Ｂ　　この場合、佐々木にお前から聞いたって言わない事が条件じゃないのか？

Ａ　　それは前提だろ。条件とはちがうだろ。
Ｂ　　汚くない？

Ａ　　あー、そういう風に言っちゃうと言うのやめようかなー。
Ｂ　　わかったわかった。ココをこっちにすればいいんだろ？（動かす）

Ａ　　お、サンキュー。じゃ、俺はココっと。（動かす）

Ｂ　　な、早く教えろよ佐々木の話。

Ａ　　早く、お前の番だって。

Ｂ　　いやいや、その前にお前の話が先だろう。

Ａ　　すぐ言うって言ってないじゃん。

Ｂ　　……汚くない？

Ａ　　なんだよ、トイレ行った時手は洗ったぞ。

Ｂ　　そんなん常識だろ。下手なボケかますな。

Ａ　　あーじゃ、コレこうしてくれたら、言うわ。

Ｂ　　……通算三度目の、汚くない？

Ａ　　なんだよ、昨日は風呂浴びたぞ？

Ｂ　　無理矢理ボケなくていいよ。

Ａ　　掌舐めちゃる。

Ｂ　　きたなっ！（汚い）　その行為そのものがきたなっ。

Ａ　　いいんだよ、掌には「常在菌」って元々身体に害のない程度のばい菌が住んでるんだから。頭にはシラミだっているし、顔にだってダニがいるし……
Ｂ　　そういう事を真顔でいうなよ！　だからモテないんだぞ。

Ａ　　お前に言われたくないね！　俺は微生物にモテてるんだ。お前なんか寄り付きもしないだろう！

Ｂ　　それって、むちゃくちゃ寂しくないか？

Ａ　　お前、俺のモテっぷりに嫉妬してるな？

Ｂ　　そういう問題じゃない。そんで、佐々木の話は。

Ａ　　あー、アイツ猫拾ったんだって。名前が、水色。

Ｂ　　……いつ。どこで。

Ａ　　バイト先のＮＡＳＡに行く途中で、なんかにゃーにゃー鳴いてたんだって。ＮＡＳＡのメンバー誰も面倒見たがらないから、結局佐々木が飼うことにしたんだって。

Ｂ　　かわいそうな話だな。何匹目だこれで？
Ａ　　３４９匹め。そろそろ数え切れなくなるぞ。

Ｂ　　３００超えたところでやめとけばよかったのに。ハイ。（動かす）

Ａ　　まぁ、金には困ってないからその辺でのたれ死ぬよりか猫も幸せなんじゃないか？（動かす）

Ｂ　　いやさ、アイツが「ＮＡＳＡで働く」って聞いた時はびっくりしたね。世も末だなって。（動かす）
Ａ　　２３世紀始まったばかりだけどな。（動かす）

Ｂ　　たとえ話だよ。都会のギャルもどきが田舎の１０８代続いた呉服屋に嫁ぐくらい、無理あるだろ。（動かす）

Ａ　　あー、呉服屋をインターネットカフェにして、ネカフェ難民を救うみたいな？（動かす）
Ｂ　　……ごめん、俺そういうの疎いんだわ。

Ａ　　もっと世間の事知ろうぜ。俺たちだって慈善事業でこんな仕事やってるわけじゃないんだし。
Ｂ　　ＴＶ見ないからなー。ほとんどパソコンばっかだし。（動かす）
Ａ　　ネトゲ？
Ｂ　　それはとっくの昔にやめた。つまんねーし。（動かす）

Ａ　　俺も飽きたわ。まだ実験とかしてる方が楽しいし。

Ｂ　　いや、金かかるじゃん。有料になってからなんかつまんなくなった。

Ａ　　あーあるある。あと、アッチの国がさ。（動かす）

Ｂ　　ウザいよなー。

Ａ　　あいつら、どこにでも沸くよな。昔俺が通ってた掲示板、あいつらのせい　　で閉鎖しちゃった。

Ｂ　　言葉通じないしさー。（動かす）
Ａ　　あ、アッチの国で思い出したけどさ。来年度の予算どうする？

Ｂ　　ん？……あー、あ、もうそんな季節か。

Ａ　　どこで会議開くかでもめてたぞ。お前社長なんだから少しは気ぃ使えよ。

Ｂ　　悪いな、部長。

Ａ　　下っ端の苦労もわかれっつの。はい、ココ。（動かす）
Ｂ　　会議かー。前回どこだっけ。

Ａ　　マレーシア。女子社員には好評だったな。

Ｂ　　妥当なところでフランス辺りにしとく？（動かす）

Ａ　　あー、俺フランス料理苦手なんだわ。

Ｂ　　あー、その辺は和食のケータリングで誤魔化す。

Ａ　　前の前の前か。ヤバかったからな。

Ｂ　　食中毒。

Ａ　　前の社長も、それでフワフワの国に旅立っちゃったからなぁ。

Ｂ　　フワフワの国って。佐々木の影響？

Ａ　　だって、そう言えっていうから……なんかアイツと話していると癖っつーか、うつるな。

Ｂ　　佐々木感染症候群。

Ａ　　ま、毎日顔合わせてるから仕方ないんだけど。（動かす）

Ｂ　　ハイ、チェックメイト。俺の勝ち。

Ａ　　え、あ、うそ！　あーあー……よく見てなかった。ごめん、もっかいやらして。

Ｂ　　もう１３回めだぞ。

Ａ　　頼む、一生のお願い。

Ｂ　　それはもう使っただろ。

Ａ　　いとこと死んだばあちゃんの分も。
Ｂ　　ばあちゃんの分足りないじゃん。

Ａ　　お前、社長の分際で生意気だな！

Ｂ　　社長だからだよ！　お前、明日から総務部に変えるぞ。

Ａ　　待った、待った、それだけはカンベンして……あんな社会の底辺に行きたくない。

Ｂ　　よし、じゃ、罰ゲーム。社長命令。佐々木の真似。
Ａ　　えー！？

Ｂ　　ホラ、早く！
　　　　Ａ、渋々佐々木の真似（どうぞご自由に）

Ａ　　ホラ、次やろうぜ。
Ｂ　　はい、じゃお前からな。どうぞ。

Ａ　　（動かす）ハイ。

Ｂ　　んー、はい。（動かす）

Ａ　　ハイ。（動かす）

Ｂ　　ハイ。（動かす）

Ａ　　……佐々木感染症候群といえばさ。（動かす）

Ｂ　　なに？（動かす）

Ａ　　アイツん家の猫、時々変な鳴き声するんだよな。（動かす）

Ｂ　　へぇ、そうなんだ。「なーう」とかじゃないの？（動かす）
Ａ　　「ひぎーっ！」とか、「ギミャーッ」とか。（動かす）
Ｂ　　何それ、猫ってそんななの？（動かす）
Ａ　　いや、実家猫いるんだけどさ。鳴かなかったからよくわからなくて。にゃーって言わないのな。（動かす）
Ｂ　　３４６匹もいれば、そうなるんじゃないか？（動かす）
Ａ　　３４９匹。あれ、３３９匹だっけ？
Ｂ　　猫屋敷というか、猫王宮だな。

Ａ　　猫の王様か。そんな話なかったか？

Ｂ　　知らない。あるんじゃない？

Ａ　　「王様の耳は猫の耳」って、萌え系でありそうだな。

Ｂ　　その場合王様じゃなくて女王様だな。

Ａ　　「あぁ！　そのしなやかなしっぽでしばかれたい！」

Ｂ　　「おだまり！　お前にはこの棘付き鉄球で充分よ！」

Ａ　　殺傷度アップだな。（動かす）
Ｂ　　Ｍにはたまらないだろ。（動かす）
Ａ　　まぁ、フワフワの国に行くけどな。

Ｂ　　……フワフワの国と言えばさ、例の計画は進んでるのか？
Ａ　　「コードネーム:ＺＥＲＯ」の件？（動かす）
Ｂ　　そうそう、お前に一任させてるんだからな、今回。

Ａ　　うわ、凄いプレッシャー。そういう事いうのやめろよなー。
Ｂ　　例のサンプルは？（動かす）

Ａ　　いい子に育ってますよ。（動かす）

Ｂ　　うーわ、今度見に行っていい？（動かす）

Ａ　　やだよ、ぞろぞろ来られたら迷惑。
Ｂ　　あー、職権乱用。

Ａ　　逆だろ、お前が職権乱用で俺の職場見学にくるんじゃん。

Ｂ　　だって、見たいんだもん。

Ａ　　来年度の予算、販促部よりか増やしてくれたらな。（動かす）
Ｂ　　は？　無茶言うなよ。ウチぎりぎりでやってるんだぜ？（動かす）
Ａ　　世界に名だたる悪の組織のボスが言うことかよ。ちっせーな。

Ｂ　　悪とかいうなよ、最近は年金処理の窓口もやってるし、アフリカの恵まれない学校に靴を送ったり、夏の大雨で壊れた橋も修繕してやったし、ビリーズブートキャンプの販促したり、ネトゲのサーバー強化してやったりしたんだぞ。
Ａ　　だから、その分マイナスになってるんだろ！

Ｂ　　だってイメージ良くなるかと思って。

Ａ　　なんで悪の組織のイメージクリーン作戦しなくちゃいけないんだよ。

Ｂ　　仕事が減ってるからなぁ……。

Ａ　　佐々木みたいに、ＮＡＳＡでバイトしようかな。

Ｂ　　えー、お前がそっちに行っちゃうと、こっちに誰も残らなくなるじゃん。

Ａ　　冗談だよ冗談！　あーあ、佐々木みたいに理事長だったら暇もあるんだろうけどなー。
Ｂ　　佐々木理事長も、もう少し組織に貢献してくれないとなぁ……
Ａ　　でも、何も出来そうにないからそのポストなんだろ？　窓際理事長。

Ｂ　　まぁ、くじ引きでもあるけどね。

Ａ　　あ、いつの間に！　なにこれ、どーしよ……

Ｂ　　さぁ、盛り上がって参りました！

Ａ　　じゃ、こうする。（動かす）

Ｂ　　ほう、その手があったか。だが、甘い甘い。（動かす）

Ａ　　なに！？

Ｂ　　ほら、どうする？

Ａ　　……えー、そんなんアリ……か？　アリだな。じゃねぇよ、どうしようかなー。
Ｂ　　早くしろよ……お、悪い。

　　　　Ｂ、席を立つ　どうやら携帯電話がかかってきた様子

Ｂ　　（今までと調子を変えて）あぁ、私だ。……なに？　そうか、大統領が……それで、条件は飲むと？　なに、それじゃダメだ。こちらの条件を飲むことが最低限の……なに、「ＺＥＲＯ」だと？　どこで嗅ぎ付けられた。何てことだ……（戻って）オイ、部長、部長！
　　　　Ａ、Ｂが見ていない隙にコマを勝手に変えている

Ｂ　　すまない、後で連絡する。Ｇ２班にすぐ動けるように指示しておいてくれ。大統領へは私が直に話す。……わかった、そう伝えておいてくれ。（電話を切る）おい、部長、大変だぞ。

Ａ　　は？　あ、お前の番だぞ。

Ｂ　　それどころじゃない。「ＺＥＲＯ」の存在がバレたぞ。

Ａ　　はぁ？　そんなわけないだろ……彼女の存在は俺とごく僅かな人間しか知らないんだ。人選だって俺がした。保証付きだ。

Ｂ　　どこにでもスパイはいるもんだ。本人すらそれと気付かないほどに。
Ａ　　どうする？

Ｂ　　……ゲームは終わりだ。

　　　　Ｂ、ゲームのコマを払い落とす

　　　　Ａ、とても残念そう

Ｂ　　「ＺＥＲＯ」を研究施設から移す。護衛はＧ２班に任せる。

Ａ　　必要な時間は。

Ｂ　　二時間……いや、一時間半で行え。

Ａ　　ＹＥＳ、ボス。

Ｂ　　二時間後にはあそこは焼け野原だ。
Ａ　　当然、スタッフも……
Ｂ　　仕方あるまい。

Ａ　　……ＹＥＳ、ボス。

Ｂ　　大事に小事は必要だよ。それだけの価値が「ＺＥＲＯ」にはある。
Ａ　　……やっぱり、二時間待ってもらえないか？
Ｂ　　何を言い出す。
Ａ　　頼む、やはり俺には彼らを見殺しにする事は出来ない。
Ｂ　　言っただろう、「ＺＥＲＯ」にはそれだけの価値がある。
Ａ　　わかっている！　だが、少しだけ待ってくれないか。スパイを、必ずスパイを見つけ出す。そうすれば、

Ｂ　　そんな時間はない。

Ａ　　大切な仲間なんだ！　お前にとっては、名前も知らない、ただの使い捨て要員かもしれない。だけど、俺にとっては、かけがえのない仲間なんだ！
Ｂ　　……情は捨てろ。ここでこの先やっていくつもりなら。

Ａ　　……そんなに「ＺＥＲＯ」が大事か。

Ｂ　　「ＺＥＲＯ」は全てを無に返す。だがな、「ＺＥＲＯ」自体を無に返す事はしたくない。そして、お前も。

Ａ　　……わかった。一時間後に。
　　　　Ｂ、再び携帯電話をとる
Ｂ　　私だ。今からＧ２班をＳ３８エリアに派遣しろ。指揮は管理官に一任する。現場での指示は班長に任せる。一時間後だ。頼む。（切る）
　　　　Ａ、ポケットからハンカチと小瓶を取り出す

　　　　小瓶の液体をハンカチに含ませる

Ｂ　　（別の所に電話をかける）私だ。話は聞いていると思うが、「ＺＥＲＯ」の移送を頼む。指揮は管理官に一任してある。現場での指示は君に任せる。その後の処理も頼む。……もちろん、秘密裏にだ。現場の誰にも悟られるな。わかったな……
　　　　Ａ、後からＢの口にハンカチを押し当てる

　　　　Ｂ、もがくが次第に力を失っていく

　　　　Ｂ、完全に気を失う

　　　　Ａ、落ちた携帯電話を拾う

Ａ　　もしもし、私が管理官だ。あぁ、悪いが二時間後に変更になった。それまでその場で待機していてくれ。あぁ、わかった。そのようにしてくれ。……いや、こちらは何も異常は無い。え？　いや、たまたま会っていただけだ。とにかく、これからの事は私の指示に従ってくれ。よろしく頼む。
　　　　Ａ、電話を切る

　　　　Ｂを一瞥する

Ａ　　……お前とのゲーム、なかなか楽しかったぜ。

　　　　Ｂを運び、去る
　　　　音楽、フェードイン
　　　　暗転

　　　　サスが落ちる（曲、カットアウト）
　　　　舞台中央に〈ゼロ〉が寝ている
声　　午前７時３０分。午前７時３０分。ゼロ、ゼロ、起床の時間です。速やかに起きましょう。ゼロ、ゼロ、起床の時間です。速やかに起きましょう。

　　　　ゼロ、ゆっくりと起き出す

　　　　照明、明るくなる

ゼロ　おはよう、マスター。
声　　おはよう、ゼロ。よく眠れましたか。身体の調子はどうですか。

ゼロ　いつもと同じ。相変わらず変な夢を見る。

声　　体温と血圧を測ってください。
ゼロ　わかった。

　　　ゼロ、椅子に座り見えない壁を押して腕を突っ込む（マイム）

ゼロ　毎日繰り返し見る夢……。乾ききった地面の上を、誰かに追われながらひたすら走る。誰かに手を引かれて……逃げている？　私は走る事に慣れていないから、とても足手まとい。走る、振り返る、転ぶ、立ち上がる。そして再び走り出す。
声　　体温・血圧共に正常。

　　　　ゼロ、腕を引き抜いてさする

声　　朝食までに顔を洗ってください。

ゼロ　わかった。

　　　　ゼロ、顔を洗う（マイム）

ゼロ　どう思う、マスター？　私の夢。

声　　すべて、正常の範囲です。

ゼロ　そういう事を聞いてるんじゃない。何故同じ夢を見るのか。何の意味があるのか。私はそれがとても知りたい。
声　　ゼロは造られし「完全な『無』」。そこに意味は存在しない。
ゼロ　酷い、マスター。

声　　私はゼロの生活を記録するだけです。それ以上のことはわからない。物事にはすべて意味は無い。ただ、解釈だけが存在する。だからゼロの夢にも意味は無い。

ゼロ　マスターは意地悪。今日の天気はどう。
声　　今日は少し雨が降っています。午前中の降水確率は……

ゼロ　（遮って）あぁ、聞いても私は外の世界には行けないからいい。

　　　　ゼロ、椅子に座る
　　　　壁のボタンを押すと、朝食が出てくる

ゼロ　嫌だ、またタマネギが入ってる。にんじんのジュースは苦手。

声　　好き嫌いは直してください。

ゼロ　食べる、食べるわ。だけどねぇ、マスター。そろそろ私の好物とか、選ばせてもらってもいいんじゃないかな。

声　　全てゼロの身体のことを計算して作っています。その申請は却下します。

ゼロ　もう少したんぱく質が欲しい。

声　　贅沢は敵です。

ゼロ　いつの時代よ。

　　　　ゼロ、朝食を食べる

声　　今日のスケジュールです。

ゼロ　はい、なんでしょう。

声　　今日は、午前中はいつも通り基礎学習カリキュラムを行います。午後は、知能テストを行います。

ゼロ　はいはい。

声　　はい、は一回。

ゼロ　はーい。

声　　夜は音楽鑑賞です。就寝までに感想文を書いてください。
ゼロ　はーい。
声　　タマネギは残さず食べてください。

ゼロ　わかってます。最近マスター、口うるさくなった。

声　　私はゼロの生活を記録するだけです。

ゼロ　もぐもぐもぐ。ごくごくごく。……はい、食べた。
声　　残さず食べましたね。では、食器を片付けてください。

ゼロ　残したら怒るくせに……
　　　　壁のボタンを押すと、食器は引っ込む

　　　　ゼロ、軽くお腹を叩いて、腹ごなしの為に周りを歩き始める

　　　　次第にそれは、独白へと変わっていく

ゼロ　……私は外の世界を知らない。私はある目的の為に造られし「完全なる『無』」。名前はゼロ。だがその目的は知らない。必要ないと言われて育てられた。唯一の話し相手である「マスター」の完全監視下の元、私は生きる目的も無いままこの四角い狭い部屋で暮らしている。
　　　その夢を見始めたのは今から一年ほど前からだった。その日私は決められたカリキュラムを終え、毎日の習慣である午後九時にベッドに入り就寝した。いつもより寝苦しいと感じたが、暗闇の中目を閉じて息を潜めていると次第に睡魔に襲われた。私はこの眠りに落ちる瞬間が好きだ。そして、いつものように深い眠りに入ったと思った。

　　　　照明、徐々に暗くなる（完全には暗くならない）

　　　　ホリゾントいっぱいに星

ゼロ　……まばゆい星々が頭上を覆い尽くしていた。すぐにそれはテキストに載っていた流星群だと気付いた。私は殊の外記憶力がいい。思いきり深呼吸をすると、肺の中にまで星のかけらが入り込むようだった。本物の星空は知らなかったが、そのリアルな光景は疑う余地もなかった。
　　　そこはどこかの廃墟だった。建物の上から眺める足元は砂漠と化していた。私は何故かそこが「月」だと直感した。ちょうど月面基地を舞台にした映画を見たばかりだった。ここでは大勢の人間が暮らし、そしてなんらかの理由により文明は滅んだ。映画のワンシーンを見るように、私の記憶中枢にそれらの風景が浮かんでは消える。
　　　　舞台上手奥に、男が現れる

男　　大丈夫か？
ゼロ　私は驚いた。

男　　ここなら、しばらくの間姿を隠しておくにはちょうどいい。
ゼロ　姿を隠す？
男　　……これから、どこに行く？　どこに逃げてもアイツは追ってくるんじゃないか？

ゼロ　逃げる？　私は、追われていた？

男　　俺だって、そんなにアテがあるわけじゃないし。とにかく、街からは離れた方がいいな。アイツはしつこそうだし。

ゼロ　……ここはどこ？

男　　Ｓ５０エリア。現存する人類最後の都市だ。
ゼロ　人類最後？
男　　この先はどうなっているか誰も知らない。砂ぼこりと妨害電波が渦巻く死の世界さ。

ゼロ　……死の世界。

　　　　男、消える

　　　　照明、元に戻る

ゼロ　私は目を覚ました。あまりに突拍子も無いこの夢の内容を忘れないうちにマスターに話して聞かせた。まるで人類は滅亡してしまったかのような、果ての無い世界。まさに「ゼロ」だった。マスターはただの夢だと、相手にしなかった。私もそれ以上は気にする事はなかった。
　　　けれど、その日から毎晩その夢を繰り返し見るようになった。夢の中で私はある男と一緒に何かから逃げていた。ある時は人込みの中で。ある時は廃墟の眠る街で。世界のどこかで。
　　　何故こんな夢を見るのか。答えは見つからない。何故なら私は「ゼロ」だから。私は何も知らない。私の存在には意味があるのか、それすらわからない。私は造られし「完全な『無』」。けれど、私はその意味を知らない。
声　　ゼロ、ゼロ、カリキュラムの時間です。ゼロ、ゼロ、カリキュラムの時間です。テキストの用意を……

　　　　ノイズが入る

ゼロ　どうした、マスター？
声　　……ガ……テキ……

　　　　声、フェードアウト

　　　　すると、マイクを奪うようにＡの声

Ａ　　あー、あー……初めまして、ゼロ。

ゼロ　えっ？　誰？　マスターは？
Ａ　　君が私を知らないのも無理はない。この施設の人間は君に直接コンタクトする事は禁止されていた。君の育成上、その方が安全だと組織が判断したからだ。
ゼロ　貴方はだれ？　何故禁止されているのに私と話をしようとする。

Ａ　　私は……いや、やめよう。名乗ったところで君にはわからないだろう。ただ、これだけは理解して欲しい。私は、この研究施設を管理している者だ。君の製造やマスターのプログラムを開発した。つまり、早い話が、君の親ともいうべき存在だ。

ゼロ　おや！？　私に親がいた！？

Ａ　　申し訳ない、時間がないのであまり詳しくは話せないが……事情があり、今回のプロジェクトは中止になった。組織は君を抹殺しようと企んでいる。

ゼロ　抹殺！？　いったい、どういうこと！？

Ａ　　こうして君と話せるのも僅かだろう。だが、その前に君に話しておかなければいけない事がある。ゼロ、北に逃げるんだ。そこに行けば君の造られた本当の目的もわかるだろう。そして、出来れば君にはもう一度すべてを『無』に返して欲しい。
ゼロ　意味がわからない……

Ａ　　行けばわかる！　いいか、北だ。おそらく外の世界は、君が学習カリキュラムで教わった世界とはまるきりちがうだろう。だが、君は君のその目が、耳が、肌が感じたすべてを信じろ。そして、出来るなら我々人類の過ちを再び無に返してくれ。それが、私が親として出来る最後の……
　　　　銃声！

　　　　走るノイズ

Ａ　　逃げるんだ、ゼロ！
　　　　マイクは強引に切れる

　　　　響き渡る警報音

ゼロ　逃げる……！
　　　　ゼロ、舞台奥にある壁に体当たりする
　　　　開く扉

ゼロ　うそ、開いた……

　　　　ゼロ、辺りを見渡して、逃げ出す

　　　　暗転
　　　　警報音、大きくなってフェードアウト
　　　　照明、明るくなる

　　　　舞台端、気だるそうに座る男が一人
　　　　〈シン〉である

　　　　どこか汚い格好をしている
　　　　辺りを見回して、さり気なく歩き始める
　　　　誰かにぶつかって、大仰に弾き飛ばされる

シン　おっとごめんよ……！

　　　　通行人に片手を上げて謝る

　　　　それがいなくなったことを確認してほくそ笑む

　　　　手には、財布

シン　どれどれ……ひぃ、ふぅ、みぃ。ま、こんなもんか。

　　　　中身を抜いて、ポケットにしまう

　　　　通行人が戻ってくる

シン　あ、落としてましたよ……はぁ、へぇ。……ごちそうさま。

　　　　携帯が鳴って、びくっと反応する
シン　はい、もしもしおれー。んー？　いや、暇してたトコ。なに、……またかよー。いや、嬉しいけどさ……なに、また俺にバイト押し付けてドコ行くワケ。……ほー、デート。ほー、例のボンッキュッボンな彼女か。年上のお姉系の子か。……当たり前だ、ただでバイト代わるワケないだろ。なにーなにーみやげー。喰えるもんにしてー。……まぁ、今臨時収入があったとこだけど。あ？……いいよ、俺そういうの性に合わねぇもん。いんだよ、宿なし金なし女なし。は？　ばっか、そういうんじゃねぇよ。あ、あん、あぁ、例の店な。いつもと同じ時間だろ？　うーし、行く行く。店長には言ってあるんだろ。ならいいや……おう、楽しんでこいや。うい、ういーっす。
　　　　携帯を切る
　　　　腕時計で時間を確認すると、別のターゲットを見つけようとほくそ笑　　　　　　　　　　

　　　　む
　　　　同じように歩き出す
　　　　そこに〈カク〉が走りこんでくる

シン　おっとごめんよ……！

　　　　避けたところにカクがぶつかる

　　　　手にした写真が落ちる

シン　なんだよ！　前くらい見やがれ！
カク　……すまない。急いでいた。

シン　……あーイテテ。これ、これ骨がイっちゃったかもしれないなぁ……どうしてくれるんだ兄ちゃん。こりゃ慰謝料なんぼかもらわんと割に合わないなぁ……（掴みかかる）
カク　それはすまない。人間がこんなに脆いとは思っていなかった。骨折している箇所はどこだ。

シン　触るな！　おーいて、おーいて。あー、背中と足と右腕が痛い。
カク　悪いが、私は金という物を持たされていない。どうにかしてやりたいが、メディカルセンターまで送り届ける時間もない。

シン　おい兄ちゃん！　人にこれだけ重症を与えておいて、何もないとはおかしな話だろう！　なんでもいいから金目のもの、すぱっとここに置いていきな！（迫る）

カク　（こめかみを押して）……オートスキャンシステム作動。背中、異常なし。
シン　あっ。

カク　足、異常なし。

シン　あっ。

カク　右腕、異常なし。

シン　……きったねー、きったねー。なにそんなＳＦちっくな機能もってんの！　お前あれだな、巷で噂のヒューマノイドか！
カク　よく、ご存知で。

シン　当たった！……え、マジにヒューマノイド？

カク　正式名称はメカニカルヒューマノイド。メカノイドです。

シン　……おいおい、すげーじゃんすげーじゃん、かっこいいじゃんー！　なに、お前、目からビームとか出せるの？　空とか飛べんの？　腕からこう、ミサイルがズバババババ！

カク　失礼、時間がないもので。

シン　なんだよ、ノリ悪いなぁ！　いいじゃねーかよ、ちょっとくらい！　この辺でヒューマノイドなんか見るの初めてだからさぁ。

カク　……不思議な人間ですね。

シン　（真似て）不思議な人間ですね。なーにカッコつけてるんだろうね！
カク　失礼、時間がないもので。

シン　待てよ待てよ！　つれないなぁ！　いやさ、「核戦争前の人類を復活させよう」って計画があるってのは、俺も噂で聞いたことがあるけど……なんだ、もうお前みたいな技術出来ていたんだ。なに、お前金も持ってないの。

カク　私には必要ないものですから。

シン　バッカじゃねぇの！　世の中何が起こるかわからない時代だぜ？　モラルも知性も全部核ミサイルで吹っ飛んじまったんだ。たまたま俺みたいないい人間に出会ったからいいものの、下手すりゃお前、身ぐるみはがされてその辺のどぶ川に浮かぶハメになってたところだぞ。
カク　それは、どうもありがとう。

シン　まぁ、俺に会ったからには、悪いようにはしないから。

カク　は？

シン　……俺とお前さんが組めば、この荒んだ時代をひっくり返す事も出来るぜ！
カク　は？
シン　よろしく、相棒！（手を差し伸べる）

カク　……私は忙しいので。（去ろうとする）

シン　（引き止めて）待て待て！　俺の話くらい聞けって！

カク　手短かにお願いします。

シン　……金儲けだよ。

カク　興味ありません。（去ろうとする）

シン　（引き止めて）待て待て！　お前さんの、そのなんとかノイド、
カク　メカノイド。

シン　メカノイドの能力を最大限に引き出して、こう……なんだ。こう、ドーンッと一発稼ぐのよ！　さっきの、なんだ、ピッてやるヤツ、

カク　オートスキャンシステム。磁気を照射して反射度合いを察知して危険物を所持していないか調べる事が出来ます。同じように、人体の異常個所を、

シン　それそれ。難しい事はいいや。そいつを使って、そうだな……女の身体を透かして見せて、こう、女体の見えてはいけない部分をこうやって覗き込んで、きゃあ、えっち！（顔を覆う）
カク　……。
シン　……いいじゃねぇかよ、溜まってるんだよ。

カク　本当にモラルも知性もありませんね。

シン　うるさい！　下半身産業は、どの時代でもドッカンドッカン儲かるんだよ。ＤＶＤがＶＨＳより普及した意味が解るか。ポケベルより携帯電話が普及した意味が解るか。ネットが発達した意味が解るか。お前みたいな血も通わないようなロボットもどきにはわからねぇだろ。……女だよ。コレをしたいからみんな大金つぎ込むんだよ。最大の娯楽は女といちゃつく事にあるんだよ。
　　　見てみろよ。最初の一発が落ちてから数年。地球は様変わりしちまった。生きてるのは世界で数万人。それもどんどん減っていくばかり。遺伝子異常だか染色体異常だか知らないが、何故だか女が産まれない。少子化なんて問題じゃなくなった。「女を見たら喰っちまえ」それが生き残った俺たちに託された先人達の言葉だ。
カク　要するに、ケダモノですね。

シン　飢えてるんだ俺たちは！

カク　期待を裏切るようで申し訳ありませんが、残念ながら女体を透視する機能は持ち合わせていません。

シン　マージーかーよー！　それはロボットの標準機能だろ！？

カク　デジカメ機能なら。

シン　携帯についてるよ！

カク　リモコン機能なら。
シン　それも携帯についてるよ！（気付いて）……アレ、すなわち俺の携帯はロボットと同じか？

カク　失礼します。（去ろうとする）

シン　（引き止めて）待てよ！　携帯並みの機能しかなくて、悲しくないのかお前は。

カク　私は感情を持ちませんので。

シン　わかりやす！　ロボットがいいそうな事だ！
カク　メカノイドです。

シン　アレはないの、ボイスチェンジャーみたいな機能。
カク　ありません。

シン　つまんねぇなぁ。お前、そんなていたらくでこの世の中渡っていこうとしてたの？

カク　私には任務がありますので。

シン　任務！　何ソレかっけぇー！　なに任務って。アレか、政府の特務機関とか、地下にでっかい研究所があって、そういうところでお前みたいなロボットが量産されてるワケか！

カク　よくご存知で。

シン　……今時そんなベタな展開ないぞ。で、任務って何よ。

カク　秘密事項です。

シン　ケチくせぇな！　俺とお前の仲だろう！？　お前、名前は？

カク　それは製造固体名称でしょうか。所有者別固有番号でしょうか。

シン　な、なに？

カク　私達は通常、所有者コード・アルファベット５文字と数字のシリアルナンバーで呼ばれます。しかし、任務を与えられた固体は別個に名称を与えられます。
シン　あぁもう、それでいいよ。名前は？

カク　カク・ジーマ。カクと呼ばれています。

シン　俺はシン。よろしくな、カク。

　　　　カク、何かに気付いて、腕時計型電話に応答する
カク　こちら、カク。……申し訳ありません、思わぬ邪魔が入りまして。はい、……わかりました。Ｓ２７エリアに向かいます。
　　　　シン、興味深そうにじろじろと見てる

　　　　カク、通話を終える

シン　任務ってヤツ？

カク　そうです。

シン　Ｓ２７エリアなら、俺もこれからバイトの代理に行くから一緒に……

　　　　カク、すでにスタンバって、シンの言葉の終わりには走り出している

シン　はぇえええええええ！

　　　　シン、ぽつんと残される

　　　　ふと、足元を見ると一枚の写真が落ちている

シン　……なんだ、アイツの落し物か。（拾い上げる）これ……女じゃねえか！（裏返す）……ＺＥＲＯ。ゼ、ロ。

　　　　音楽！
　　　　照明変わり、舞台奥にゼロ登場

　　　　ゼロに照明

　　　　シン、入れ替わりに退場
　　　　ゼロ、一生懸命走っている（マイム）

　　　　時折後ろを振り返ったり、転んだりする

ゼロ　はぁ……はぁ……。北に、北に向かわなきゃ。でも、北ってどっち！？
声　　ゼロ、ゼロ、止まりなさい！　ゼロ、ゼロ、止まりなさい！　我々は、貴方を無傷で連れ帰る必要があります！　ゼロ、ゼロ、止まりなさい！　ゼロ、ゼロ、止まりなさい！　これ以上の抵抗は無意味です！
ゼロ　何が無傷！？　最初から殺すつもりなんでしょ！？

声　　ゼロ、貴方は何か勘違いをしています！　すぐに止まりなさい！

ゼロ　もう貴方達の言うことなんか聞かない！

　　　　ゼロ、どこかから飛び降りる
声　　あっ！
　　　　ゼロ、うずくまってその場をやり過ごす

声　　どこですかゼロ！　どこですかゼロ！　出てきなさい！
ゼロ　……はぁ……はぁ……

　　　　何かの建物の影に隠れるアクション

　　　　声、次第に遠ざかる

ゼロ　……行った……？……そうか、あいつらは平面しか認知できないから、上か下に行けば死角になるのね。ひとつ賢くなった。……だけど、どうしよう。「北に行け」と言われたけど、どっちに行けばいいのかわからない。
　　　　ゼロ、辺りをうろつく

　　　　照明、明るくなる

ゼロ　地上は、なんだか埃っぽい。ここは、研究施設からどのくらい離れた場所なのか。夢中で走ってきたからわからない。……朝食を摂った後でよかった。だけど、体力が足りない。もっと、運動を、するべきだった……
　　　　ゼロ、その場にうずくまる

ゼロ　地面が濡れている。……雨は止んだのか。空がこんなにまぶしいものだとは知らなかった。……匂い。頬に当たるのは、風？　これが、外の世界……

　　　　ゼロ、深呼吸してみる
ゼロ　……研究施設の、どこか薬品の匂いのするどんよりとした空気とは違う。なんだか美味しい匂いもするし……これ、どこからするんだろう。
　　　　ゼロ、匂いを嗅ぎながら退場

　　　　シン、のぼりを背負って入れ替わりに登場

　　　　エプロンをつけている

シン　へーらっしゃい、へーらっしゃい。お、そこのお兄さん、いいからいいからちょっと見てって。よ、色男。そんなに手間取らせないから。……なんだよケチ！　へーらっしゃい、へーらっしゃい。なんと、あの戦前の味を忠実に再現した、ジャンクフードの定番・石焼芋だよ！　核に汚染されていない土壌で一から丹精込めて育て上げた「農林一号」を、これまた放射能の影響のない厳選されたヒマラヤの杉の木を炭にして、じっくり熱を与えてぽっくり美味しくぜいたくに仕上げたスイートポテトだよ！　一口食べれば口に広がるあの甘さ。思い出すあの木枯らしの夜。
　　　『父ちゃん、父ちゃん、寒いよう。手がじんじんするよう。西高東低の冬型の気圧配置で、北の風ところにより北の風。午後の降水確率７０％。明日午前の降水確率５０％。』

　　　『それはいかん、坊や。さぁ、早くダンボールでこしらえた家の中に入ろう』

　　　『父ちゃん、父ちゃん、枯れ葉がいっぱいだよ。これで焚き火をしたらあったかいよ』

　　　『そうだな坊や。ちょうどここに、たまたま畑の土の中に落ちていたさつまいもが大量にあるから、これをしこたま焼こうじゃないか』

　　　『あぁ、父ちゃん。美味しいお芋が焼き放題だね。一緒にお家も燃えちゃったね』

　　　『だが心はほかほか家族だ。さぁ、警察が来る前に北に逃げよう』

　　　……そうして出来たぽくぽくホットスナック。一度食べたらしばらくは食べたくない。♪い～しや～きい～も～、おいもっ。２０年前のお値段です。

　　　　だが、辺りに人はいない
　　　　だんだんやる気をなくしていく

シン　……なんだよ、なんだよ！　芋なんて今時誰も食わねーよ！（のぼりを地面に叩きつける）２０年前の値段って。さおだけ屋かよ！（店長らしき人間が現れる）あ、すいませんすいません、なんでもないです、おいもおいも、素晴らしいです！　ハイ、一生懸命売らせていただきます！（去ったのを見送って）……もっとマシなバイトはないのかね。代理の俺がいうことじゃねーけど。

　　　　のぼりを背負い直す

シン　へーらっしゃい、へーらっしゃい、美味しいおいもはいかがスか？　甘くて蕩ける美の食感！　ダイエットにも最適！　美味しいおいもはいかがスかー？
　　　　と、そこにゼロ、匂いに釣られてフラフラと登場
　　　　ばったりと倒れる
シン　！？

　　　　シン、ビクっとおののく

シン　……？

　　　　シン、のぼりの先でつついてみる

　　　　ゼロ、動かない
シン　……もしもーし。
　　　　ゼロ、がばっと起き上がる

ゼロ　……心頭滅却すれば、火もまた涼し……

　　　再び倒れる

シン　なんだなんだ！？……どうした？
　　　　ゼロ、がばっと起き上がる
ゼロ　……この匂いはなんですか。

シン　匂い？（嗅いで）あぁ、あ、コレか。ずっと嗅いでたから解らなかった。石焼芋だよ。

ゼロ　……石焼芋。

シン　なんだ、お前……女？

ゼロ　ください。

シン　……は？

ゼロ　ください。

シン　……おいおい、こんな往来でそんなこと言われちゃうと、俺としては嬉しいけど、その、ＴＰＯというか、まいったなぁ。

ゼロ　ください。

　　　　ゼロ、シンを無視していもに手を出す

シン　だってまだ出会ったばかりだし、そんなプロセスを飛び越えていきなりそういうことになると、あとあと大変だし。お互いまだ若いんだから、これからだって、そういう機会はあると思うし？　でも、んまぁ、女性からこう……言われちゃうと、据え膳喰わねば男の恥？　ていうか、これなんてエロゲ？

ゼロ　おいしい。

シン　そう、美味しいんだよ！　こんなうまい話がその辺に転がってるワケないじゃん。いやでも、一万分の一の確率で、そういう可能性もなくはないというか、アリっちゃアリだと思うし？　ホラ、積極的な女も嫌いじゃないし？　むしろ好物だし？
ゼロ　好きです。

シン　ほら、そういう事言われちゃうと、男は勘違いしちゃうって！　信じちゃうって！　あぁでも、そういうことなら俺も本気出しちゃおうかな、なんて。俺のハートに火をつけたのはお前だぜ、ベイビー。

ゼロ　石焼きです。

シン　そう、俺のハートは石焼きだ！　遠赤外線だ！　放射線熱で１００万度だ！　出産を前提にまぐわってください！

ゼロ　ごちそうさま。

シン　おい、まだ俺は食べ終わってないぜ！　お前という名のフルコースを！

ゼロ　では、行きます。

シン　ちょ、待てや！

　　　　シン、ようやく事態を把握する

ゼロ　なんでしょう。

シン　あー、なに商品を喰い散らかしちゃってんの！　なにしてくれてんの、人が黙って悶えてる間に！　

ゼロ　（微笑んで）とても、おいしかったです。

シン　そんなかわいい顔しても、ゆるさ……許す！　くっそー、女の笑顔に弱い俺。あーあ、どうしてくれるんだよ、勝手に食べて。
ゼロ　勝手に食べてはいけなかったですか？

シン　勝手に食べちゃダメだろ。買って食べるんだよ。

ゼロ　勝手に食べるんだよ。

シン　買って食べるんだよ。

ゼロ　勝手に食べるんだよ。

シン　勝手食べるんだよ。

ゼロ　勝手に食べます。

シン　待て待て待て。これは、ちゃんとお金を払って食べるんだ！

ゼロ　お金？

シン　当然だろ！　オイ、まさかお金持ってないとかいうのか、お嬢ちゃん。

ゼロ　持ってません。
シン　マジかよー！？　やっと現れたお客は文無しの食い逃げ犯かよー！　しかし、こんなかわいい子を捕まえる事は俺には出来ない。

ゼロ　はい？

シン　大丈夫。手に手を取って地の果てまで逃げよう。僕たち二人の間に産まれてくる子供のために！　さぁ、（腰を動かす）
ゼロ　北です。

シン　何が？

ゼロ　北に行かなくては。それでは、失礼します。

シン　待て、待てよ！　なんだ、お前もアレか、「北に行けば何とかなる」教の信者か。

ゼロ　よくわかりません。ですが、北に行けと言われました。

シン　まったく、こんな子まで騙すなんて、いい度胸だな。いいか、お嬢ちゃん。何を期待してるかわからないが、北には何もない。死の灰が吹き荒れる、無の世界だ。

ゼロ　無。

シン　エリア外に出ると、何とかパトロールとかいうのが出てきて、あっという間に連行されちまう。まぁ、一箇所だけ外に出る道があるにはあるが、だいたいエリアの外は人間が暮らしていけるような場所じゃないんだ。お嬢ちゃんみたいのがフラフラ出てったところで、どうにかなる場所じゃない。

ゼロ　エリアってなんですか。

シン　なんですかって、世界何とか機構って奴が作った、「人間が住める５０のエリア」の事だよ。全てのエリアにＳ３８だとか、数字が割り振られてる。ここはＳ２７エリア。比較的人口の多い区だよ。
ゼロ　意味がわからない。

シン　こっちこそ意味がわからないよ。俺だって、そんな世界のうんたらかんたらを詳しく知ってる訳じゃないさ。

ゼロ　世界は七つの海と五つの大陸で構成されているのではないのですか？
シン　いつの話だよ！　戦前か。どういう教育受けてきたんだ？　まぁ、俺が言える立場じゃないが。

ゼロ　戦前？　それは第二次世界大戦のこと？

シン　だから、いつの話だよ！　今は２３世紀だぞ！？

ゼロ　人口は８０億を超えた。

シン　今は１００万人も残ってないよ。

ゼロ　アメリカが世界の経済を動かしている。

シン　国なんて概念はないぞ。

ゼロ　日本のアニメと漫画とゲームは優秀だ。

シン　娯楽なんて核ミサイルが吹き飛ばしたぞ。

ゼロ　……私が教わった世界と、違う。

シン　なんなんだ。どこで何を教わってきたんだ。

ゼロ　私は、マスターに世界の全てを教わってきた。社会、経済、芸能、ありとあらゆる知識をパーフェクトに詰め込んだ。勉強だけが私の唯一の娯楽だ。
シン　よくわかんねぇな。つまり、そのマスターとかいうのに、適当な事を吹き込まれていたってワケだ。

ゼロ　マスターが嘘をついていた！？

シン　そうなるな。お前、どこから来たの？

ゼロ　（黙って指差す）

シン　方向じゃなくて……どういうところに住んでたの。

ゼロ　私は造られし「完全な『無』」。研究施設で産まれ、育った。

シン　……なんか、今日そんなヤツにばっか会ってるな俺。……あれ？　あれあれ？

ゼロ　はい？

シン　ちょっと待てよ……

　　　　シン、写真を取り出す

　　　　ゼロと写真を見比べて、

シン　……ゼロ！

　　　　間
カク　あのー、すみません！

　　　　もの凄い速さでカク、登場（一回反対側まで行って戻ってくる）

シン　ビックリした！　おまえ、さっきの！
カク　失礼、先ほどお会いした……シンですね。

ゼロ　シン？

カク　先ほど貴方にお会いした時に、写真を落としたようです。私が通った道は全て探索しました。あとは、貴方が発見したか、誰かに拾われたか、どちらかです。
シン　（のぼりをゼロに持たせて姿を隠すように指示する）……何の事かわからないな。

カク　エリアの監視カメラに侵入させてもらいました。貴方が写真を拾った事は、はっきりと映っていました。

シン　……あぁ、どこかに捨てたな。

カク　任務に必要です。

シン　お前だったら、メモリか何かに記録出来るだろ！　写真なんか持ち歩く必要なんてないだろ！

カク　もちろん、写真は記録しています。ただ、聞き込み用に必要なだけです。

シン　聞き込みってなんだよ。

カク　彼女を捜しています。

シン　捜して、どうするんだよ。

カク　組織に引き渡します。

シン　組織ってなんだよ！

カク　一般人には言えません。

ゼロ　……どういうことなんですか。
　　　　ゼロ、おずおずとのぼりの影から出てくる

　　　　（のぼりをシンに渡す）

カク　まさか、本物のゼロ！

ゼロ　……貴方は誰ですか。

カク　名乗る必要はない。逃亡したゼロを捕獲し、組織に連れ帰る。それが私の任務だ。
ゼロ　組織……それは私のいた研究施設と関わりがあるのですか。

カク　説明する必要もない。

シン　ちょっと待てよ。いきなり組織とか連れ帰るとか言ったって、この子だって都合ってもんがあるんじゃねーのか？

カク　ゼロは施設から逃亡した。研究施設最高責任者の導きで、脱走を計った。これは組織に対する反抗である。
ゼロ　逃げろといわれたから逃げた。それだけです！

カク　言い訳は無用だ。私は任務を遂行する。

ゼロ　プロジェクトは中止になったと聞いた！　もう、私には用はないはず！

カク　私は、任務を遂行する。

　　　　カク、力づくでゼロを連れていこうとする

ゼロ　（シンに）助けて！

シン　！

　　　　シン、のぼりをカクに投げつける

　　　　ゼロの手を取り、
シン　逃げるぞ！

ゼロ　え？

シン　早く！

　　　　シン、ゼロの手を取り走り出す

カク　待て！
　　　　カク、のぼりを持って退場
　　　　入れ替わりにシンとゼロ、走りこんでくる
ゼロ　どうして！？

シン　あん？

ゼロ　どうして助けてくれた！？

シン　……どうしてだろうな。
　　　　間

シン　なんか、複雑な事情がありそうだな。

ゼロ　……あの、

シン　いいよ、言わなくてもさ。ヤバそうな空気っての？　わかるから。

ゼロ　……ありがとう。

シン　あーあ。連れに怒られちゃうな……

ゼロ　連れ？

シン　あん？　友達。バイト、代わってくれって言われてさ。まぁ……どうでもいいか。もう飽きてたところだし。

ゼロ　おいも、美味しかった。

シン　野菜は熱を加えた方がうまいんだ。生は食えたもんじゃない。認可が下りてない野菜は残留放射能が酷いから。
ゼロ　……世界は、私の知らない間に、変わってしまった。

シン　まだ２０年かそこらだよ。……お前、ホントに何も知らないで育ったんだな。

ゼロ　私は、何も知らない。私は造られし「完全な『無』」。けれど、私はその意味を知らない。
シン　逃げてきたって？

ゼロ　はい。
シン　やっぱ、地下にある特殊研究機関とか、そんなトコロで育ったのか？

ゼロ　そうですね。無我夢中で逃げてきたので、よくわかりません。ずっと、同じ部屋の中で暮らしていました。部屋から一歩も出ることはありませんでした。マスターが、今日何をやるか、指示してくれます。朝、決まった時間に起きて、夜、決まった時間に寝ます。……私にとっての世界は、とても憧れでした。でも……
シン　……えと、なんだ。俺の名前はシン。お前は、ゼロ……でいいのか？

ゼロ　シン。

シン　……まぁ、お前さんは知らないかもだが、いま人間の数ってどんどん減ってってるんだそうだ。それは、女が産まれないからだ。

ゼロ　……女。

シン　世界が核の炎に包まれて、元々体力的に弱かった女性が次々にやられた。その上、遺伝子が傷つけられただか、染色体がどうにかなっちまったかで、女の出生率がぐんと減った。

ゼロ　……それは、大変です。

シン　だから、俺はここ何年か女なんて触ったこともなかった。言いたい事がわかるか？

ゼロ　いいえ。

シン　……夜明けのコーヒーを一緒にどうだい？

ゼロ　コーヒーは飲めません。

シン　ちっがーう！　わかるだろ！？　男と女が出会ったからには、やるべき使命がひとつ！　まだ明るいけど、夜の営みよ！　義務よ！　子作りよ！
ゼロ　……なんだか、貴方から危険なパルスが発せられてる気がします。
シン　男は狼なのよ！

ゼロ　失礼します。

シン　ちょっと待てよ！　危険なところを助けてやったのに、お礼も何もないってのはあんまりだろう！

ゼロ　いま、危険な気がします。

シン　だいじょうぶ！　優しくするから！

ゼロ　私は、北に行かなければいけないんです！

シン　だから、北なんか行ったって何もないって！　エリアの外は放射能と砂ぼこりの嵐だ。磁石だってききやしない！　俺たちは、この区切られた空間でしか、生きられねーんだよ。
ゼロ　……そんな。

　　　　ゼロ、へたりこむ

　　　　間
シン　……そんなに落ち込むなよ。お前にとって、外の世界は思っていたものと違うかもしれない。でも、それなりにやっていけてるんだぜ。石焼芋が食えるくらいには、自由だ。

ゼロ　……それじゃ意味がない。私はどうしたらいい？

シン　俺に聞くなよ。意味なんて、簡単にわかったら、誰だって悩まないだろ。

ゼロ　……北に行く。
シン　だから、何もないって！

ゼロ　それでも、行かなければ。

　　　　ゼロ、歩き出す

シン　待てよ！……ひとつだけ、エリアの監視を抜けて外に行ける道がある。昔、巨大な地下鉄が通ってたところだ。たぶん、俺くらいしかしらない。

ゼロ　……教えて！　私は、どうしても外に行きたい！

シン　面倒なことになっちまったな。
ゼロ　ごめんなさい。お礼は、今出来ないけど、いつか必ず。

シン　おう！

カク　見つけたぞ、ゼロ！

カク、現れる
シン　やばい！　逃げるぞ！
カク　バキューン！

シン　（足元を掠めて）あっぶねぇ！

カク　これ以上反抗するなら、こちらも容赦しない。

シン　飛び道具なんて卑怯だぞ！

ゼロ　お願い、この人には手を出さないで！

カク　ならばゼロ、私と共に来い。そうすれば、彼には何もしない。

シン　ちょっと待てよ！　ゼロは渡さないぞ！
ゼロ　！

シン　ゼロは俺のもんだ！　お前みたいなロボットに渡さないぞ！
カク　それは、死を覚悟しての事なのか。
シン　惚れた女を守るのが、男ってもんだろ！

カク　それは、私の任務に関係ない。
シン　お前にはわからないだろうな！

カク　理解する必要もない。さぁ、ゼロ。こちらに来い。
ゼロ　……行けない。私は、北に行かなければ。
カク　北には行けない。

ゼロ　私は、私の存在理由が知りたい。私には生きる意味がない。でも、北に行けばわかるかもしれない。だから、私は貴方とは行けない。

カク　存在理由？

ゼロ　貴方は、何故生きている？　それを明確な意味を持って説明することが出来る？　誰だって、その答えを捜している。

カク　私は、組織の為に生まれ、組織の為に存在する。どうだ、これで満足か。
ゼロ　貴方、悲しい人。

カク　……。
シン　くだらないこといってないで、逃げるぞ！

　　　　シン、カクを突き飛ばす
　　　　二人、逃げ出す

カク　待て！

　　　　カク、駆け出す

　　　　音楽、フェードイン

　　　　照明、フェードアウト

声　　（声）……どうして、こんな事をしたのですか、博士。

　　　　照明

　　　　Ａ、椅子に座っている

声　　何故、ゼロを逃がしたのですか。

Ａ　　……さぁな。理由なんてない。

声　　これは、組織に対しての立派な反逆です。

Ａ　　お前は、俺より組織を選ぶんだな。

声　　私はゼロの生活を記録するだけです。

Ａ　　そうだな。マスター。お前のおかげでゼロはよく育った。感謝している。

声　　ゼロを造ったのは貴方です。

Ａ　　……俺は、もう疲れた。世界がぶっ壊れて、変な使命感でアレを造った。俺がもう一度元のような夢と希望に満ちた世界を取り戻す。そう思った時もあった。だが、組織にとっての「ゼロ」は道具だ。彼女に夢も希望も託せない。組織の、一方的で独占欲にまみれた、汚れたどす黒い野望に、俺のゼロを利用される訳にいかない。

声　　組織は、貴方を決して許さないでしょう。

Ａ　　だが、俺はまだこうして生きている。俺が死んだら、ゼロの制御が出来なくなると思っている。

声　　ゼロは、「造られし完全な『無』」。

Ａ　　知ってるか、マスター。『ゼロ』ってのは「終わり」って意味だけじゃなく、「始まり」という意味もあるんだぜ。

声　　どういう意味ですか。

Ａ　　組織は、ゼロさえあれば、世界再生機構も思いのままに操れると信じている。だが、それでは意味がない。また同じ事を繰り返すだけだ。

声　　「ゼロ」とは、一体なんなのですか。

Ａ　　その答えは、ゼロ自身が見つけるさ。

　　　　音楽、フェードアウト

　　　　照明、フェードアウト

　　　　音楽

　　　　照明！

　　　　二人、飛び出してくる

　　　　何かに気付いて、影に隠れる

　　　　カク、現れる

カク　オートスキャンシステム。

　　　　あっさり見つかる二人

　　　　逃げ出す
　　　　カク、追いかける

　　　　

　　　　二人、走りこんでくる

　　　　ゼロが転ぶ

　　　　後ろからカク、走りこんでくる

　　　　シン、ゼロの手を取って逃げる

　　　　

　　　　二人、飛び込んでくる

　　　　辺りを見渡して、どこかを指差し、うなずき合って二手に分かれる

　　　　カク、出てくる

カク　エリア管理システム、侵入。
　　　　舞台奥にサスが二つ落ちる

　　　　それぞれ、シンとゼロがいる

　　　　どこかを目指して走っている

カク　目標、捕捉。
　　　　カク、去る

　　　　シン、サスから外れる

　　　　ゼロ、シンのいたサスに入る

　　　　カク、ゼロのいたサスに入る

カク　待て！

ゼロ　待たない！
　　　　ゼロ、サスから外れる

　　　　カク、ゼロのいたサスに入る

　　　　シン、カクのいたサスに入る

シン　ゼロは渡さないぞ！

カク　貴方に用はない！

　　　　次第に背景が星空へと変わっていく
　　　　中央にサス

　　　　ゼロが立っている

ゼロ　これは……夢の……！
　　　　シン、ゼロのサスに入る
　　　　二つのサス、消える
シン　大丈夫か？

ゼロ　……大丈夫。

シン　ここなら、しばらくの間姿を隠しておくにはちょうどいい。

ゼロ　そうですね。

シン　……これから、どこに行く？　どこに逃げてもアイツは追ってくるんじゃないか？

ゼロ　……どうしましょう。

シン　俺だって、そんなにアテがあるわけじゃないし。とにかく、街からは離れた方がいいな。アイツはしつこそうだし。

ゼロ　……ここはどこ？

シン　Ｓ５０エリア。現存する人類最後の都市だ。

ゼロ　人類最後？

シン　この先はどうなっているか誰も知らない。砂ぼこりと妨害電波が渦巻く死の世界さ。

ゼロ　……死の世界。

　　　　間

シン　北に行って、どうするつもりなんだ？

ゼロ　わからない。でも、行かなきゃ。

シン　少し休もうぜ。ここならエリアの監視も見つからないから。……いい眺めだろ。俺のお気に入りの場所なんだ。
ゼロ　……私、この風景を知ってる。どこか懐かしい。

シン　……そうだな、懐かしいな。

　　　　音楽、フェードイン

シン　俺の故郷に、星が綺麗なところがあってさ。そこを思い出させるんだ。

ゼロ　故郷？　どんなとこ？

シン　……俺さ、昔コミューンにいたんだ。

ゼロ　コミューン？　なんですかそれ。

シン　コミューンてのは……なんつーんだろうな。俺がいたとこは、山の小さな村みたいな場所で、子供だけで暮らしてた。大人は数えるほどしかいなくて、世話係って呼ばれてた。自給自足でさ、自分たちで畑作って、それだけで生活するんだ。朝から学校も行かず、畑を耕して、収穫して、売ったりしてさ。親は、年に二回だけ会うことが出来た。

ゼロ　親。

シン　たぶん、なんかの宗教だったんだよ。俺はまだ小さくて、よくわからなかったけど。

ゼロ　宗教。

シン　うん。……世界に最初の一発めが落ちたとき、俺たちは村の施設の中でみんな抱き合って祈るように空を見つめてた。大人の中には、「ここにいれば大丈夫」とか、「神様が守ってくれる」とか、呪文みたいに繰り返してた。不思議と怖くはなかった。大人のいうことを信じた訳じゃないんだ。ただ、俺はわくわくしてた。
ゼロ　わくわく？　楽しかった？

シン　そう、世界が終わるかもしれないって状況が、おもしろかったんだ。

ゼロ　なんで？

シン　いや、わからないけどさ。世界が終わるんだぜ？　全てゼロになるんだ。そしたら、何かが変わるかもしれない。そう考えたら、無性にわくわくした。

ゼロ　ゼロ。……世界は、ゼロになった。

シン　だけど、世界は何一つ変わりはしなかった。人口が減って、死の惑星に近付いても、金は稼がなきゃいけないし、飯は食わなきゃいけない。日常は繰り返される。退屈で悲しい、終わりのないゲームさ。
ゼロ　ゲーム。

シン　ここに来ると、昔を思い出す。自由はなかった。けど、仲間がいて、泥だらけになりながら一生懸命生きてた。（ゼロに）初めて外の世界に出た時、右も左もわからなかった俺に、ここで見たこの星空だけが真実だったんだ。

ゼロ　今の私と同じ。私も、初めて外の世界に出た。まだ何もわからないけど、きっと、この星空が真実。

　　　　間
シン　……北か。行くか。こっから先は、地下にもぐって進むぞ。どこまで行けるかわからないけどな。

ゼロ　はい、行きます。

　　　　サス、消える

　　　　入れ替わるように、舞台奥にサス
　　　　カクが腕時計型携帯電話で話している

カク　こちら、カク。ゼロはどうやら北に向かっている。……しかし、この先は……わかりました。ゼロを追います。（電話を切る）ここから先は、エリア監視外だ。これからの行動は、自分で判断しなければならない。
　　　　カク、意を決するように走り出す
　　　　入れ替わりにシン、ゼロ

　　　　はしごを降り、どこかの暗い道を進んでいる
ゼロ　きゃあ！

シン　どうした！？

ゼロ　首に、冷たいものが当たった！

シン　そりゃ水滴だろ。びっくりさせるなよ。

ゼロ　……ごめんなさい。

シン　いいさ。

ゼロ　本当に、こっちでいいの？
シン　北へ行くならここを通るしかない。地面を通ってたらエリアの監視に見つかっちまう。

ゼロ　……シン。

シン　ん？

ゼロ　……なんでもない。

　　　　二人、どうにかして出口に出る

　　　　砂嵐の音

ゼロ　……砂漠？

シン　この先はこんなカンジらしい。俺も知らないけどな。
ゼロ　どうやって行けばいい？

シン　地道に、歩くしかないんじゃないか？

ゼロ　……

カク　そこまでだ！
　　　　カク、銃を構えたまま登場

シン　お前もたいがいしつこいな……！

ゼロ　なんでここまで！？

カク　シン。貴方の持つ携帯電話には発信機が埋め込まれている。それを辿ったまでだ。

シン　なんだって！？

カク　エリアの監視はカメラだけじゃない。世界再生機構は、そうやって人間の監視を続けてきた。

シン　くそっ！（携帯を地面に叩きつける）

ゼロ　世界再生機構……何故、そんな事を……！

カク　世界再生機構は、世界の復興を目的として、かつて君臨していた７つの国が共同で行っているプロジェクトだ。人類を監視し、地上を監視し、我々組織を監視している。

ゼロ　組織を……？

シン　なんだか、気持ち悪いな。

カク　組織は、世界再生機構に対抗する為、「ＺＥＲＯ」を造った。

シン　！

ゼロ　私、を……？　何故……？
カク　ゼロ。私と共に組織に帰るのだ。これ以上貴方を自由にするワケにいかない。

ゼロ　……行けない。

カク　ゼロ！

ゼロ　お願い！　貴方なら世界再生機構の監視をかいくぐってこの砂漠の先まで行けるでしょう！？
シン　おい、なに言ってるんだ。

ゼロ　私を、無傷で連れて帰るのが目的でしょう！？（カクの銃を奪い取る）

カク　何をする！？

シン　ゼロ！

ゼロ　お願い！　私を、この先まで連れて行って！　でなければ、私はここで死ぬ！　（銃をこめかみに充てる）
シン　バカな真似をするな！

ゼロ　来ないで！　お願い！　邪魔をしないで！　私の目的を果たしたら、必ず貴方と共に組織に戻る。だから、今は協力して！
　　　　間
カク　……私の任務は、ゼロを組織に連れ帰ること。
ゼロ　……！

カク　その為なら、仕方ない。ゼロ、貴方の気の済むまで付き合うとしよう。

シン　よし！　良かったな、ゼロ。

ゼロ　……ありがとう。

シン　なんだ、お前も物分りがいいんだな。最初からそういえば良かったのに。これからよろしく頼むぜ、相棒！
カク　任務の為です。仕方ありません。

シン　つれねーな。ん？　なんかお前、動きが変だな。

カク　問題ありません。
ゼロ　ねぇ、この砂漠の先には行けないの？
カク　この砂嵐は、世界再生機構が人間をエリアから出さない為に仕掛けた、作り物です。

シン　なんだって！？

ゼロ　それは、どういうことなの！？

カク　この砂嵐には、０．０２％ながら生物を混乱させる成分を含んでいます。身体一つで外に出た場合、人間なら一時間もいれば正気を保っていられないでしょう。

シン　そこまでして、エリアの外に出したくないってことか。

カク　世界再生機構は、現存する人類の行動を全て余すところなく観察しています。数が減少した人類を統率する為に、ありとあらゆる方法で監視しています。

シン　ふざけやがって！　何が目的なんだ、その世界再生機構ってのは。
ゼロ　どうにかして、この砂嵐を止める事は出来ない？

カク　……やってみましょう。

シン　やってみましょうって、簡単にいうな。

カク　簡単です。

　　　　カク、地面に手をついて気を込める

　　　　小さな爆発音

　　　　砂嵐、徐々にやむ

シン　マジかよ！？

ゼロ　ありがとう！
カク　礼には及びません。メカノイドに不可能はない。

シン　なんか、かっこいいなお前。ずるくね？

カク　何がでしょう。

シン　ゼロ、こんなヤツに色目なんか使うなよ！

ゼロ　いろめ？　なんですか？

シン　いいか、ゼロは絶対渡さないからな！

カク　ゼロは、目的を果たしたら私と共に組織に帰ります。

シン　ダメだダメだ！　ゼロは俺と一緒に行くんだ！

ゼロ　シン。貴方に言わなければなりません。今まで、ありがとう。

シン　なんだ、いきなり。

ゼロ　ここまでつれてきてくれて、ありがとう。だけど、シン、貴方とはここでさようならです。

シン　どういうことだよ！

ゼロ　貴方といるのが楽しくて、ここまで一緒に来てもらった。でも、貴方はここで街に戻った方がいい。

シン　オイ、ここまで来てそんなこというのかよ！　

カク　いいのですか、ゼロ。
シン　嫌だ、俺はついていくぞ！　ここで帰ったら後悔する！

ゼロ　（カクに）貴方、名前は？
カク　カク・ジーマ。

ゼロ　カク。私を北の果てまで連れてって。

シン　聞けよ、ゼロ！

カク　わかりました。

　　　　ゼロ、シンに銃を向ける

ゼロ　さようなら、シン。

シン　待てって、ゼロ！

　　　　ゼロ、銃を撃つ

　　　　シン、その場に崩れ落ちる

カク　……その銃が麻酔弾だと、何故わかりました。
ゼロ　……。シンをこれ以上巻き込むわけにはいかない。ごめんなさい。
カク　本当に、目的を果たしたら組織に戻るのですね。

ゼロ　約束する。

カク　では、参りましょう。北へ。

　　　　カク、歩き出す

　　　　ゼロ、シンを見下ろす

　　　　一礼して、カクの後を追う

　　　　シンにサス

　　　　舞台奥にゼロ
ゼロ　綺麗な空ですね、シン。

ホリゾントに星々

シン、目を覚ます

ゼロ　こう見えても私、星には詳しいです。見てください、アレがオリオン座。お腹のところが三つ星なんです。
シン　……知ってる。

ゼロ　あっちがおおくま座。こっちはこぐま座。親子です。

シン　……ふーん。本当に詳しいんだな。

ゼロ　マスターに教わりました。……シン。

シン　どうした？

ゼロ　地上は、宇宙と比べ物にならないくらい光に溢れた世界だと思ってました。でも、違いましたね。

シン　そうだな。

ゼロ　……知ってますか。核による爆心地を、「グラウンド・ゼロ」と呼びます。この地上全てが、ゼロなんですね。
シン　……ゼロ。

ゼロ　……私は、私の造られた目的を知りません。でも、本当はわかっています。

シン　わかっている？

ゼロ　……私は、人類の新しい「兵器」なのです。

シン　……なんだって。

ゼロ　全てを、『無』に……ゼロに帰すための。

シン　ちょっと待てよ、どういうことだよ！

ゼロ　ここから先は、私に関わらない方がいい。私は一人で北に向かいます。貴方は何も知らない。忘れてください。

シン　何言ってるんだよ！

ゼロ　さようなら。ありがとう。おいも、おいしかった。

シン　行くな、ゼロ！　せっかく、せっかく会えたのに！　俺は、俺は……！

　　　　ゼロのサス、消える

　　　　膝をつくシン

シン　俺は……

　　　　暗転

　　　　照明

　　　　ゼロとカク、立っている
ゼロ　随分と遠くまで来た。乾いた土。凍えるような寒さ。ここはいったいどこなんだろう？

カク　まだ、北へ向かうのですか。

ゼロ　まだ、北へ向かいます。

カク　世界中どこへいっても、ここと変わらない風景が広がっているとしても。

ゼロ　私の気持ちは変わらない。（気付いて）あの建物は？
カク　今調べてみます。（こめかみを押す）おかしい……そんなはずは。
ゼロ　なに？

カク　何らかの熱反応があります。ありえない。

ゼロ　熱反応？　行ってみましょう。

　　　　二人、一歩前に出る
　　　　照明、ほんの少し変わる

カク　驚いた。ここはまだ施設として充分使える。電気の供給も停まっていない。
ゼロ　どういうこと？

カク　おそらく、誰かがこの施設を動かしている。世界再生機構か、それとも……。

　　　　ゼロ、舞台中央にある操作パネルを弄る
ゼロ　これは……！
Ａ　　（声）よくここまで辿りついたね、ゼロ。

　　　　どこかから声がする

ゼロ　この声……貴方は私を逃がしてくれた……！

カク　何者だ！

Ａ　　ようこそゼロ。君なら必ずここに来ると信じていた。

カク　あらかじめ吹き込まれたメッセージか。

Ａ　　ここは、君が生まれた場所でもある。私は、君がここに来ることを待ち望んでいた。

ゼロ　生まれた？　貴方は、私を造ったと言った。いったい、どういうことなんですか？

Ａ　　私は、組織に「核に変わる新しい兵器」の開発を依頼されていた。先進国が保有する核兵器による全面戦争を忌避するために、抑止力となる新たな武器が必要だった。
人間のＤＮＡは、２２対の常染色体と一対の性染色体を持っている。性染色体とは、ＸとＹ……ＸＸなら女、ＸＹなら男になる。Ｘ染色体をもつ本数が異なる事により、男女差が発生することがある。たとえば、Ｘ染色体に免疫系で働く遺伝子が１３個以上含まれていることにより、女性が男性よりも強い免疫力を持っていることなどが挙げられる。
ゼロ　え！？
Ａ　　Ｘ染色体はヒトの生命に関わる重要な遺伝子が含まれている。故に、男女共にＸ染色体を保有している。男性は「Ｘ染色体１本」を持っている場合と「Ｘ染色体１本と別の染色体１本」を持っている場合があり、「Ｘではない染色体」を持っているとき、それをＹ染色体と呼ぶ。私は、このＸ染色体を別のものに書き換えて「Ｘではない染色体」を作り出すウィルスを見つけた。つまり、強制的に女性を男性化させ、女性そのものを減らすという事だ。
ゼロ　それって……

Ａ　　すなわち、女性が減る＝男性しか産まれない、結果的に人口が減る。遺伝子を書き換えるわけだから、子供が産まれてもどんどん遺伝していく。止まらない。核による被爆被害は遺伝しない。つまり、このウィルスが最強だという事だ。

ゼロ　まさか……

Ａ　　……このウィルスが漏れていた、と気付いた時には遅かった。人口はピーク時の三分の一。私はあわてて対抗策を捜した。だが、無理だった。私の手元を離れたウィルスは、独自の進化を遂げていた。この事実を公表することも出来なかった。
ゼロ　シンが言っていた。「女がいない」と。それは核のせいではなかった。

Ａ　　そこで私は、ある決断をした。核戦争をでっち上げ、一部の人類を隔離する。「世界再生機構」と名付け、エリアの人間を完全に監視する。
ゼロ　世界再生機構……！

Ａ　　そして、ゼロ。君を……

　　　　カク、天井を撃つ

ゼロ　何をする！？

カク　世界再生機構と聞いては黙っていられない。組織の敵です。

ゼロ　待って！　あの人は、敵ではない！　

カク　今の話が本当だとするなら、貴方を逃がしたという人物はいったい何年生きているんだ。すべてゼロを引き込む為の、罠です。

ゼロ　まだ話は終わっていない！

カク　聞く必要もない。ここに来た事は無駄だった。ゼロ、街に戻りましょう。

ゼロ　嫌だ！

カク　ならば、力づくでもやむをえない。

ゼロ　やめて！

　　　　カク、ゼロを捕まえる

ゼロ　嫌だ、離して！　誰か……助けて！　たすけて！

カク　大人しくしてください！

ゼロ　離して！　おねがい……たすけて、たすけて、シン！

カク　！

シン　ゼロー！！！！

　　　　シン、客席から飛び出してくる

　　　　その勢いでカクに体当たりをして、ゼロを助ける

シン　天が呼ぶ、地が呼ぶ、悪が呼ぶ！　正義の炎がお前を倒す！　ゼロ、助けにきたぜ！
ゼロ　シン、どうして！？

シン　悪いな。やっぱりどうしてもお前を見捨てることは出来なかった。こっそり後をつけたんだ。

カク　あの麻酔銃で眠らないなんて！？

シン　（胸ポケットから写真を取り出す）この写真が、代わりに受け止めてくれたんだ。

ゼロ　シン！

カク　それはむちゃくちゃな論理だ！

シン　ゼロ、俺はまだお前とめくるめく熱い夜を体験してないぜ！　初めてだから優しくしてね！

カク　人間ふぜいが……！

　　　　突然、小さな爆発音

　　　　そして、警報音

シン　なに！？

ゼロ　いけない！　私はまだ、私の本当の作られた目的を知らない！
シン　そんなことより、逃げないと……

ゼロ　おねがい、教えて！　私の、私の意味を教えて……！

シン　ばか、外に出るぞ……はっ！

　　　　天井が崩れ落ちる

シン　ゼロ！

　　　　シン、ゼロをかばいガレキの下敷きになる

ゼロ　シン！

シン　早く……逃げろ！　おい、そこのでくのぼう！

カク　私か？

シン　ゼロを早く……外に逃がせ！　お前にしか出来ない……ことだろ！

ゼロ　シン！　嫌だ、シンを助けて！　カク！

カク　……私は……

シン　ロボットだから、命令以外聞けないとか……そんなくだらないこと！　つまんねぇこと……考えるな！

ゼロ　シン……！

シン　おれは……おれはわかったぞ！……ゼロの意味……ゼロの存在する意味……！　いててて、いいか、ゼロはな……おれが、おれが生きる為に必要だったんだ！　

ゼロ　カク、シンをたすけて！　はやく！

シン　ゼロは、ゼロは……！
カク　ゼロ、こちらへ！

　　　　ゼロを抱えてカク、退場する

　　　　沈黙

　　　　倒れたままのシンにサス

Ａ　　……ゼロ。君の遺伝子には、人類が生まれた頃からの情報が眠っている。君は人類の母になるのだ。君の子供達が世界を救うのだ。そして、もう一度この世界に光を与えてくれ。ゼロは『終わり』ではない。『始まり』なのだ。

　　　だけど、ゼロ。それはただの「理由」だ。生きる意味も存在意義も目的も、いくらでも捏造できる。ただ私は、君に生きていてほしかった。組織からの追っ手も、他人との出会いも、それは君を生かす為に必要なシナリオだったのだ。それは私のエゴかもしれない。しかし、許してほしい。私の罪を、過ちを……
　　　このメッセージを聞く頃には、何十年という時が経っているだろう。私はとうに生きていない。大事な友もこの手にかけた。私は私の生きる意味を自ら放棄した。組織も、世界再生機構も、もうすべてこの世にはない。君は君の信じる道を、信じる人と共に歩んでいけ。それが、君の親としての最後の願いだ。
科学者として言ってはいけないことだろうが、もしも私が生まれ変わったら、君の腕に抱かれたい。君の温もりを知りたい。生きたい。それが、私の……
　　　　舞台奥にサス

　　　　そこにはゼロとカク

ゼロ　お願い、戻って！　シンを助けないと！

カク　もうこの施設の崩壊は始まっている！　早くここから逃げないと……！

ゼロ　カク！
カク　私の任務は、貴方を組織に連れ帰ること。そして、

ゼロ　カク！

カク　……早く、逃げてください。シンは、必ず助けます。

ゼロ　……カク！

カク　私はメカノイド。不可能はない。

　　　　カク、退場する

　　　　ゼロ、意を決して逃げ出す

　　　　暗転
　　　　舞台、明るくなる
　　　　最初と同じように、二人の男が椅子に座りゲームに興じている

Ａ　　……あー、もう、なんでそこ置くんだよ！
Ｂ　　勝負の世界は非情なのだ。ほれ、早くしろ。

Ａ　　んじゃ、ココ。（動かす）

Ｂ　　ハイ、ココ。（動かす）

Ａ　　……だから、なんでそこに置くの！

Ｂ　　これでも手加減してるんだぜ。

Ａ　　参ったなぁ……あ、ワリ、電話。（立ち上がる）
Ｂ　　おう。

Ａ　　もしもし……あ、佐々木？　うん、あー、そうなんだ。終わるの何時？　おう、じゃそれまで待ってるわ。はい、はい、はーい。（切る）
Ｂ　　理事長？

Ａ　　おう、もうすぐバイト終わるって。

Ｂ　　そっか。……じゃ、続き。お前の番。

Ａ　　おう。……ハイ。（動かす）

Ｂ　　ハイ。（動かす）

Ａ　　ハイ。（動かす）……あのさ、例の計画だけどさ。

Ｂ　　ん？

Ａ　　……なんでもない。

Ｂ　　変なヤツ。

Ａ　　……ごめんな。

Ｂ　　は？

Ａ　　なんでもない。早く佐々木こねーかな。

Ｂ　　だな。
　　　　暗転
　　　　星空
　　　　シルエットで浮かび上がるゼロの姿
　　　　赤ん坊を抱いている

　　　　手を振りながら走ってくる人影

　　　　シンである

　　　　二人、子供をあやしながら、星空を見上げる

　　　　音楽、盛り上がったところで暗転
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